
 

●大田・生活者ネットワークに、ご意見をお寄せください。 

 

 

 

 

街街街街の美観との美観との美観との美観とごみごみごみごみ減量・戸別収集へ！減量・戸別収集へ！減量・戸別収集へ！減量・戸別収集へ！    

    

現在、70 万区民のごみは、集積所で 

集められており、多いところでは、40 

軒分ほどになります。宅地細分化による 

ごみの増加、カラス被害、モラルの問題に加えて、高

齢化、女性の就労増など時代の大きな変化もあり、現

在の集積所方式には、様々な問題が起きています。 

 

自治体によっては、戸別収集に切り替えているとこ

ろもあります。都内 49 の自治体のうち、21 の自治

体がすでに全域で戸別収集を行っています。 

  

23 区では、品川区が全域、北区・墨田区・江東区・

台東区が一部で戸別回収を行っており、「ごみの減量」

「分別の徹底」「まちの美化」「不法投棄の減少」な

どの効果が報告されています。戸別収集にすることで、

収集コストは一時的に増えますが、長い目でみると分

別や資源化の進行で、ごみの焼却自体を減らしていく

ことが可能となり、コストカットが見込まれます。 

 

大田区は、東京 23 区清掃一部事務組合に、焼却(中

間処理)費用として、年間約 30 億円を納めています

が、これは、ごみの量に応じた額なので、減量で負担

減となるのです。大田・生活者ネットワークは、これ

からも戸別収集を提案していきたいと思います。 

 

    

            沿岸部に沿岸部に沿岸部に沿岸部に集中する廃棄物処理施設の集中する廃棄物処理施設の集中する廃棄物処理施設の集中する廃棄物処理施設の    

        大気への大気への大気への大気への影響は影響は影響は影響は?!?!?!?!    

        増える増える増える増える大気中の大気中の大気中の大気中のダイオキシン・重ダイオキシン・重ダイオキシン・重ダイオキシン・重金属類金属類金属類金属類    

 廃プラスチック混合焼却が実施されて 5 年がたちます

が、この間、大気中のダイオキシン濃度は大きく高まりま

した。プラスチックを可燃ごみと分けていた頃は、ごみに

占めるプラスチックの混入率は 5％であったのに、現在は、

１８％を超えています。市民参加の「松葉のダイオキシン

調査」を環境総合研究所の協力を得て行なったところ、大

気中ダイオキシン濃度が臨海部・京浜島では大きく上昇し

ており、国内年間平均値（0.032 pg-TEO/m³）を大きく

上回る 0.40pg-TEO/m³でした。（松葉のダイオキシン調

査２０１３．３実行委員会・資料より） 

 

 また 京浜島では、アンチモン、クロム、銅、鉛、ニッ

ケル、ヴァナジウム、水銀など重金属類も高い濃度で検出

されています。プラスチック類に使用されている各種添加

剤（可塑剤、難燃剤、発色剤等）には、重金属類が含まれ

ることがあるので、それらが焼却によって、気化して煙突 

から環境中に排出されていることや沿岸部に集中してい 

る産業廃棄物の焼却炉も含めての影響が考えられます。 

 

 近年、アレルギー、喘息などの免疫系疾患が増えており、                              

環境汚染物質の影響も指摘されています。 

 プラスチックを燃やさないように、方向転換すべきです。                                           

容器包装リサイクル法の改正を！容器包装リサイクル法の改正を！容器包装リサイクル法の改正を！容器包装リサイクル法の改正を！ 

 

現在、ペットボトルなどの容器包装のリサイクル費用は自

治体が負担しています。6 カ所のモデル回収地区では年間

2500 万円がかかっており、大田区全域で行うとなれば、5

億円です。プラスチックごみを減らすためにも、リサイクル

コストを減らすためにも、生産者にもコストの負担をしても

らうこと（拡大生産者責任）が必要です。それを求めるのが、

「容器包装リサイクル法の改正」です。最後まで生産者が責

任を持つことによって、使い捨て商品や過剰包装をやめて、

長持ちして修理できる商品やリサイクルしやすい商品の開

発が進むことに繋がるでしょう。 
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2014 年（平成 26 年）第 1 回区議会定例会より 
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国家戦略特区国家戦略特区国家戦略特区国家戦略特区    

「世界で一番ビジネスしやすい環境」を「規制緩和」で進め、多国籍企業を呼び込む戦略です。一部の業界偏重や

多国籍企業・大企業の利益優先、ＴＰＰの先行実験地域とも思え、一般の市民に広がる具体的な経済活性化の道筋が

見えてきません。民主主義的なプロセスや手続きが見えないこの特区制度、本当に区内産業によい影響を及ぼすのか、

若者の安定した雇用につながるのか、ますます格差が広がることにならないのか、懸念されるところです。 
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あ

る

 

方

、

命

も

財

産

も

無

事

だ

っ

た

高

台

移

転

の

ま

ち

が

示

す

よ

う

に

、

都

市

住

民

に

も

地

震

災

害

に

備

え

る

ま

ち

づ

く

り

の

在

り

方

が

問

わ

れ

て

い

ま

す

。

 

 

大

規

模

地

震

が

避

け

ら

れ

な

い

今

、

自

治

体

も

企

業

も

地

方

へ

の

分

散

化

、

建

物

の

低

層

化

で

過

密

都

市

か

ら

の

脱

却

を

図

り

、

速

や

か

な

復

興

に

繋

げ

る

生

活

の

維

持

、

事

業

継

続

の

可

能

性

を

広

げ

る

戦

略

が

必

要

な

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

 

 

地

震

被

害

を

拡

大

す

る

過

密

都

市

 

～

危

機

管

理

戦

略

な

き

高

層

建

設

～ 

 

一 


